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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜患者様についての連絡事項＞

・阿部　チヨ様～仙骨部の褥瘡が悪化の為、一日２回の洗浄を行って下さい。周りはイソジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　ンで消毒し、中心部は洗い流すようにしラップにて保湿してください。

・砂葉　良子様～両下腿から両足にかけての浮腫が目立ちます。そのことを主治医に情報提供したところ八月中に胸部写真・心電図を撮るようにとの主治医からの指示がありました。また、８月４日夕方より抗精神薬が減量となりますので眠りの状態を

観察して下さい。

＜隔離室使用患者様について＞

・　畑中　成夫様～夜間は良眠されています。朝食は主食が1/2、副食は全量摂取されています。本人に残食の理由を尋ねると「食欲がない」とおっしゃっていましたが、昼食は全量摂取されていました。服薬時にスタッフの腕をひっぱる行為がみられ、その際はすぐ離されていますが後に本人に尋ねると「おいしい情報を逃したくなかった」等幻聴的な発言が聞かれていました。また、最近はまとまりのない発言が目立ち、自分が言いたいことをうまく伝えることが出来ないことが多くなっています。その際は、畑中様が答えやすいような短い文章で答えられるようにしていくなど工夫し、話をはじめる際に現状を伝えるなどして本人の見当識の低下を防ぎましょう。

＜新入院患者様＞

· 中村　瞳様～8/3の14:00に東病棟Aユニットへ入院されています。高校入学直後に「カメラ

　　　　　　　　ラが付いている」等の妄想に左右された発言が聞かれ、高校三年時就職が決ま

　　　　　　　　ったころより「学校にいきたくない」と訴え始め、自室へひきこもるようになっています。去年の夏には、空笑や、だれもいないのにうなずいているなどの奇行がみられ、４月ころより風呂にも入らずに過ごし、夜間に大声で泣く、他人の家に勝手に入る、軒下をじっと見ている、タオル一枚で家の外へ出るなど症状が重くなっていき今回の入院となっています。本人は上記のことについて自覚がなく「そんなことやっていない」とおっしゃっています。

　（主治医より）

· 部屋にいることが多い様子なので、なるべく部屋から出ていただきホール等で過ごすようにしてくださいとのことでした。
＜業務の現状、問題点の検討＞

· ８月３日の準夜帯、患者様からのシャワー浴をしたいとの希望がありました。夏季という

こともあり考慮したいと思いますが、入浴時間、方法、その場に付き添うスタッフ等の詳細

については後日話し合いたいと思います。













